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近藤浄氏が S-dr相互作用 の異 常庭.粛す る論文 を発表 され て以来 既に 4年を
経過 したO こOl聞 この間題 について実転 多 く0､理論的並 に実験 的研究が なされ
たO理論に幽 しては ,幾つか o)点で解答が与 えられ たが ,全般 的に見れば末だ
現実 の笑顔事実 と対比 させ うるまで系統 的にはな ってい ない よ うに思 う0-万
実験 では理論 と対比 しうる精 良 と侶頂自性があ るか･ど うーか摩 周0一､あるもUlも決 し
て少 くないOこOl段睦で もうー鑑今迄01実験 と媛論 をふ リ遜 り ,整理 して今後
の発展のためには どんな実験 を行 うべ きか を討議 す ることは有意義では なか ろ
うか｡
こ0､ような趣 旨で ,主 と して実験家 を対 象 とした ｢稀薄合金におけ るS-a
相互作用｣研究 会が昨年 ,11月1-8･日か ら′20日まで菅原忠氏 (物性 研) と久
米醸氏 (都立大社) が世話人とな って物性研で開かれ たO 世話人01依頼に よ っ
て5∴人の実験家が最近の実験事実 をまとめ･て整蓮 した上解 説 し ,5人 の理論家
が実験家向きに理論の現状 を解説 した ｡
,va.rlderlBergの総合報告 (p､rogr･.il-iLow TeⅡnL_Trト.Physl.ⅤつIl.秤)以後
Uldata O~l集大成として貴重なもL7､と考 えられ るGata 集が予稿菜 として作 ら
*)
れてい るが ,本誌では予稿集 とは 相補的な もO-)として ,理 論家 向きた実演 の報
告を書いて頂い た｡なお研究会の趣 旨は実験家中心 とい うことであ ったため ,
理論家 どうし0う討論には十分 時間が与 えられなか ったU,で ,理論家の話につい
ては ,本誌上での論争を期待 して , ｢まとめ｣でふれ る以外 は割愛 しましたの
で軌 了承下さい｡
編 集部 小 冊 泰
辛)幾分余裕があ るそ うですか ら菅原先生宛お 聞い合わせ下 さい｡
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